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North Korea’s current political situation is more stable, third-generation successor 
system has been gradually formed. Although there is food shortage, disastrous famine will 
not come. Because of Chairman Kim Jong Il’s three consecutive visits to China and smooth 
development of North Korea’s political, economic and trade relations with China, North 
Korean economy not only has not stagnated, but has accelerated somewhat instead. 
Construction of the Special Economic Zones of Rajin-Sonbong City, Wihwa-do and 
Hwanggumpyong-do has begun. North Korean regime will not collapse, but there is a risk 
of conflict on the Korean Peninsula.











































































朝鮮の農業用地の面積は約 185 万 haであり、そのうち、30 万 haを穀物（果物、桑の木も
含む）に、60 万 haを稲に、65 万 haをトウモロコシに、20 万 haを野菜に使用し、残りの 5
万 haのうち、4万 haを大麦とジャガイモの生産に利用した。以上の数値からわかるように、
朝鮮は食糧生産用の農地を約 160 万 haしか保有しておらず、しかもほぼすべての土壌は貧栄
養土壌（ph値は 7、有機物含有量は 0.5%）である。また、山地が多いため、土壌の流失が著
しく、食糧の単位生産量が低い。1990 年代以降、毎年の食糧生産量は 300-400 万トンに留まり、
約 100-200 万トンが不足している。
食糧生産量の急激な減少により、朝鮮は厳しい食糧危機に陥っている。1998 年の約 2,200 万
の人口、1人当たり毎日の食糧消費量を 0.5kgで推算すると、全国年間約 400 万トンが必要に
なる。そのうえ、種子、飼料、工業原料も含めば、少なくとも 600 万トンが必要である。しかし、




傾向が現れた。2000 年の生産量は 359 万トンであったが、その後の 2001 年は 395 万トン、
2002 年は 413 万トン、2003 年は 425 万トン、2004 年は 431 万トン、2005 年は 454 万トンと上
昇傾向であった（金英允『朝鮮経済改革の実態と展望』韓国統一研究院、2006 年 12 月）。2005
年は朝鮮にとっては豊作の一年であり、朝鮮当局も満足し、今後WFP（国連世界食糧計画）
などの国際救援機関からの食糧援助は必要がないと公言した。しかし、2006 年の食糧生産量は
2005 年より低く、400 万トンであった。さらに、2007 年の水害により、300 万トンまで減少した。
2008 年の 468 万トンは朝鮮農業省とWFPと共同で算定されたものであり、信憑性があると考













2011 年に、食糧不足の状況は続くと予想される。なぜなら、第 1に、2010 年の自然災害と










しかし一方、2011 年の食糧供給状況は 2010 年より良くなるとの予想もできる。米国、韓国
は民間援助の形で対朝鮮食糧・化学肥料援助を再開させる可能性があり、中朝両国首脳の相互
訪問による政府・民間経済交流の拡大も考えられる。以上のようなことが実現すれば、2011 年

























































































































































わち、この間の中国の貿易総額は 6,207.66 億米ドルから 22,075.35 億米ドルまで、256%増加し
たのに対し、中朝貿易総額は 7.3851 億米ドルから 26.8077 億米ドルまで、263%増加した。また、
中国の輸出総額は 3,255.96 億米ドルから 12,016.12 億米ドルまで、269%増加したのに対し、中















貿 易 総 額 輸　出　額 輸　入　額
金額 前年度同期比± % 金額 前年度同期比± % 金額 前年度同期比± %
1 － 1 14774.6 ＋ 14.7 3622.9 － 17.9 11151.6 ＋ 31.6
1 － 2 30117.1 ＋ 11.6 22957.7 ＋ 29.3 7159.3 － 22.4
1 － 3 48603.7 ＋ 05.6 35935.4 ＋ 17.2 12668.4 － 17.5
1 － 4 71969.8 ＋ 09.4 52615.2 ＋ 20.3 19354.6 － 12.2
1 － 5 98546.5 ＋ 16.0 72785.4 ＋ 28.7 25761.2 － 09.4
1 － 6 128888.1 ＋ 15.2 93943.8 ＋ 24.9 34944.3 － 04.8
1 － 7 164764.7 ＋ 22.3 116179.2 ＋ 29.6 48585.4 － 07.7
1 － 8 199492.8 ＋ 26.7 134538.1 ＋ 29.9 64954.7 ＋ 20.6
1 － 9 236347.1 ＋ 28.0 158213.3 ＋ 28.8 78133.8 ＋ 26.2
1 － 10 269105.1 ＋ 32.4 178056.7 ＋ 31.1 91048.4 ＋ 34.9
1 － 11 306124.0 ＋ 33.1 201625.0 ＋ 28.2 104499.0 ＋ 43.5

















8　三村光弘「支援から市場取引へと変わりゆく中朝経済関係」、『東亜』518 号、2010 年 8 月。

